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一般社団法人 全日本テコンドー協会 

全国都道府県協会 御中 

                         

                  一般社団法人 全日本テコンドー協会 

                         競技委員長 舘 和男 

 

「全日本大会」「全日本ジュニア大会」出場資格変更の件 

 

現在、「全日本選手権大会」および「全日本ジュニア選手権大会」の出場資格に 

ついて、東西の地区予選大会を実施しております。 

しかしながら、地区予選大会が東西地区の人数差などの格差により、実力査定

の予選大会になっておらず、また運営面での赤字などの状況を踏まえて、出場

資格の変更を競技委員会にて制定いたしましたのでご連絡させていただきます。

何卒よろしくお願いいたします。 

 

                 記 

 

制定内容 

「全日本選手権大会」「全日本ジュニア選手権大会」出場資格変更 

 

 

添付資料 

 

１、「全日本選手権大会」出場資格変更内容 

２、「全日本ジュニア選手権大会」出場資格変更内容 

 

 

                                 以上 

 

 

 

 

 



（１）「全日本選手権大会」出場資格変更案 

■現在の出場資格 

①全日本選手権大会（前々年度）各階級 3位以内入賞者 

②全日本選手権大会（前年度）各階級 3位以内入賞者 

③全日本社会人選手権大会（前年度）社会人の部 1位・2位入賞者 

④全日本ジュニア選手権大会（当年度）高校生クラスの 1位・2位入賞者 

⑤全日本学生選手権大会（当年度）1位・2位入賞者 

⑥東日本地区大会（当年度）各階級 3位以内入賞者 

⑦西日本地区大会（当年度）各階級 3位以内入賞者 

⑧当年度強化指定選手 

⑨「開催地枠」地区大会・本戦大会の主管県協会の推薦選手 男女各１名 

   

■変更後 

①廃止 

②変更無し 

③「全日本社会人選手権大会」（前年度）社会人の部各階級 3位以内 

④「全日本ジュニア選手権大会」（当年度）高校生クラスの各階級 3位内 

⑤「全日本学生選手権大会」（当年度）各階級 3位以内 

⑥⑦廃止 

⑧当年度強化指定選手（参考選手含む） 

⑨「開催地枠」地区大会・本戦大会の主管県協会の推薦選手 男女各１名 

⑩（Ａ）「県選手権大会」各階級 1位・2位（＊東京、大阪、愛知は 3位以内） 

（Ｂ）「県推薦選手」（県大会を実施しない場合）男女各１名  

 

■理由 

①ルール変更などもあり、実力査定においては期間が長いため 

③④⑤東西の地域による差（階級差、人数差）が大きく、実力査定での予選大 

会になっていないため、全国大会の各カテゴリー（ジュニア、学生、社会人） 

の上位者に出場資格を多く与える（各階級２位まで⇒３位まで）。 

⑥⑦上記の実力査定の理由に加え、参加者の減少による大会運営の赤字増大。 

⑧実力査定的に、強化指定選手と実力が拮抗しているため参考選手も含む。 

⑩・県大会に全日本大会出場権を与え、県大会のステイタスを高め競技大会へ 

の参加者増を目指す。 

・全都道府県での県大会開催を目指し、全日本大会を真の全国大会とする。 

・県大会の充実の先に国体種目化を目指す。 



（２）「全日本ジュニア選手権大会」出場資格変更案 

■現在の出場資格 

①全日本ジュニア選手権大会（前年度）各階級 3位以内入賞者 

②全日本ジュニア選手権大会東日本地区大会（当年度）各階級 3位以内入賞者 

③全日本ジュニア選手権大会西日本地区大会（当年度）各階級 3位以内入賞者 

④当年度強化指定選手 

⑤「開催地枠」地区大会の推薦選手 男女各１名 

⑥本戦大会の主管県協会の推薦選手 各カテゴリー男女各１名 

   

■変更案 

①変更無し 

②③廃止 

④当年度強化指定選手（参考選手含む） 

⑤「開催地枠」地区大会・本戦大会の主管県協会の推薦選手 男女各１名 

⑥（Ａ）「県選手権大会」各階級 1位・2位（＊東京、大阪、愛知は 3位以内） 

（Ｂ）「県推薦選手」（県大会を実施しない場合）各カテゴリー男女各１名  

 

■理由 

②③ 

・東西の地域による差（階級差、人数差）が大きく、実力査定での予選大会 

になっていないため。 

 ・ジュニア選手、指導者（セコンド）、保護者の遠方への遠征による交通費、 

宿泊費などの経費負担が大きい。 

・参加者の減少による大会運営の赤字増大。 

⑧実力査定的に強化指定選手と実力が拮抗しているため参考選手も含む。 

⑩・県大会に全日本大会出場権を与え、県大会のステイタスを高め参加者増を 

  目指す。 

・全都道府県での県大会開催を目指し全日本大会を真の全国大会とする。 

・県大会の充実の先に国体種目化を目指す。 

・県（地域）での応援、表彰、マスコミ露出のアップ。 

 

 

 


